
弟 子 屈 → 十 勝 川
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 北海道へ来てから早 ぐも5日 目。そろそろ家が恋 しぐな り ・又バスの旅 に少 々疲れ気味。

でも今 日は ・あの悲 しく美 しい ロマンスを秘めるとい うマ リモを,阿 寒湖に見ることが出

来るとあって,一→司胸 をはずませバスに乗 り込む。弟子屈 と阿寒湖を結.c:道 を,俗 に阿寒

湖の横断道路 といい,こ の道路 も相当の恋愛経験があるらしぐ,ほ れ てほれてほれぬいて

このバス も適度を通 りこ しての強烈 な,自 家製 アンマ機にとつて変 る。バ ヌも私達を歓迎

し,出 来 る限りのサービスを尽 くして ぐれ ているのだろ うと善意に解釈 して,我 慢 しつつ

今 日最初の展望台双岳台へ と向 う。車中より移 り変る窓の景色はvエ ゾマツ トドマツの寒

性針葉樹林をは じめ,カ ンパ類,カ エデ類 ・ナナカマ ド等 を交えた天然林 である。ガイ ド

さん よリエゾマツと トドマツの見分け方を教えていただき,即 席の食物 ならず植物学者と

な りsあ ち ら は 白つぼい感 じの灰白褐色の樹皮 で横に縞があり,又 枝は下向 きであるか

ら}ド マツだ。こちらは灰褐色で不規則な ウロコ状の裂 目があ り枝は 上向遂であるか らエ

ゾマツだと得意顔 になる。そ うこうしているうちに切 り立つた道路か ら,樹 海越 しに雄大

な雄阿寒岳,雌 阿寒岳 を望 める双岳台に着 ぐ。ここで一休み。円錐形 に近聾硲 で}最 も量

感を もつてせまるのが雄阿寒岳,そ の横 にぼんや りかすんで雌阿寒岳 が見える。 しば しう

つ とhと この風景にみ とれなが ら,バ スに乗h込 むのが惜 しいよ うな気持 でこの地を後に

する。窓の外は相変 らずエゾマツ,ト ドマツの大樹海 であり北海道の森林 を代表する大 き

く美 しい針葉樹林である。その間をぬつ てベンケ トー,パ ンケ トーを見おろす双湖台に到

着 。丁度北海道 の地形 を表わ した ような湖ペ ンケ ト・一が手前に,そ して向こ う側 にパ ンケ

トーがちよつびり姿を見せる。濃緑の大原始林の中に碧色の水をたた える静かな姉妹湖は ・

一枚の絵 でも見ている ようである。近 よりがたいまでの神秘的な名状 しがたい美 しさに ・

私達 も心を奪われ,やはりここは北海道なんだナと再認識 もする。又バスに乗 らなげればな

らない〃 いつ もどこで もt時 間 を知 こし・時間に追い回されている よ5な 感じをこういう時

には,一 層強 ぐ感 じた ものである。次はい よいよ阿寒湖である。窓の景色 も変 りばえがな

ぐ,そ ろそろまぶたの上下が和親条約 を結びたがる。バスの中のあちこちでこつ ぐりこつ

ぐり。眠むると体重が増加す るとい う。バスは大丈夫か しら? と心配 しながら私 も重荷
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の1人 となる。いい気持で寝 ていた ところ友達 にゆり動かされ,気 がついてみると阿寒湖

畔 に来ていた。昼食の後 ・遊覧船 に乗る。との阿寒湖 上に沈んだ ..rた りしている美 し

い緑色のマリモが,見 られる もの と思つていたのに ・ここへ来る途申マ リモ保護 の為,チ

ユ ウルイ島の保護施設に送 られたこ とを聞 き嗣同ガツカ1。 行つてみると水槽の中に入れ

られて澄りs直 径1㎝ 位の小さい ものか ら20α 皿位あるかと思われる大 きな ものまで案 外

沢山あつた。さわ りたい ような気 もする ・美 しいビロー ド状の表面である 。こヒに も数 々

の思い出を残 し,パ スは一路今夜の宿泊地十勝川温泉 へ。
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